





























































































の相関性 差異により 「Ｖ１＋つづける」の方は内的時間を表す「時間関係の副詞」と共起しやすく、 「～ている」の方は外的時間を表す「時の状況成分」と共起しやすい。　
⑤期間表現において、 「Ｖ１＋つづける」 との共起関係は、
「事態存続の時間量」 副詞との共起 類似している。すなわち、非内的限界である「Ｖ１＋ づける」の表現に外から限界を設け、限定 ることであり、 「Ｖ１＋つづける」と相性がよく、共起しやすい。
